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弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
令
和
６
年
７
月
１
日

よ
り
、
八
幡
町
に
あ
る
弘
前
市
障

が
い
福
祉
プ
ラ
ザ
内
（
旧
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
へ
移
転
い

た
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
在

宅
の
障
が
い
者
に
対
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助
、

社
会
資
源
の

活
用
や
社
会

生
活
力
を
高

め
る
た
め
の

支
援
、
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
介
護

相
談
お
よ
び

情
報
の
提
供
な
ど
を
総
合
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
平
成
12
年
10
月

受
託
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
旧
第
一
大
成
小
学
校
跡
地
内

（
土
手
町
）
に
あ
る
弘
前
市
幼
児

こ
と
ば
の
教
室
の
建
物
の
一
部
で

運
営
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
旧
市

立
病
院
跡
地
に
建
設
予
定
の
「
健

康
づ
く
り
ま
ち
な
か
拠
点
」
に
入

居
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ま
で
の
間
、
一
時
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

弘
前
市
障
が
い
福
祉
プ
ラ
ザ

は
障
が
い
を
持
つ
方
々
へ
の
総
合

的
な
支
援
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
五
つ
の
障
害
団
体
（
肢
体
・

視
覚
・
聴
覚
・
自
閉
症
児
親
の

会
、
愛
盲
協
会
）
専
用
の
活
動
室

が
あ
る
他
、
機
能
回
復
訓
練
室
、

図
書
室
、
会
議
室
、
集
会
室
な
ど

が
申
込
み
に
よ
り
利
用
で
き
ま

す
。
館
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
セ

ン
サ
ー
付
き
の
チ
ャ
イ
ム
や
音
と

光
で
知
ら
せ
る
火
災
報
知
器
な
ど

が
備
え
て
あ
り
、
相
談
や
機
能
訓

練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
地
域
に

お
け
る
生
活
を
支
援
し
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

弘前市障害者生活支援センター
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障
害
者
支
援
施
設
青
葉
寮
　
生
活
支
援
員
　
須
藤
　
麻
妃

　

本
格
的
な
夏
が
到
来
し
、
屋
外
で
の
活
動
時
間
が
限

ら
れ
る
中
、
青
葉
寮
で
は
先
日
、
利
用
者
さ
ん
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
も
兼
ね
て
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
へ
湯
呑
み
の
絵

付
け
体
験
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
の
指
導
の
下
、
素
焼
き
の
湯
呑
み
に
絵
や

文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
よ
う
に
描
く
こ
と
で
味
の
あ

る
世
界
で
一
つ
だ
け
の
湯
呑
み
が
完
成
！
焼
き
上
が
る

の
は
ひ
と
月
先
で
す
が
届
く
の
が
と
て
も
楽
し
み
だ
と

み
な
さ
ん
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し
　
生
活
支
援
員
　
車
谷
　
千
咲

　

６
月
中
旬
、
平
川
市
の
『
兼
春
さ
く
ら
ん
ぼ
園
』
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
園
は
車
椅
子

の
利
用
者
さ
ん
で
も
収
穫
し
や
す
い
よ
う
低
い
枝
に
も

さ
く
ら
ん
ぼ
の
実
が
な
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
思
い

思
い
の
場
所
で
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
く
ら

ん
ぼ
も
赤
い
色
や
黄
色
の
実
も
あ
っ
て
、「
甘
く
て
美

味
し
か
っ
た
。
ま
た
来
ま
す
。」
と
園
主
の
方
と
も
楽

し
く
会
話
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
で
収
穫
し

た
お
土
産
も
た
く
さ
ん
持
ち
帰
り
、
充
実
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

山
郷
館
黒
石

山
郷
館
黒
石

　
初
夏
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た

　
初
夏
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園
　
生
活
支
援
員
　
盛
　
洋
之

　

７
月
13
日
㈯
に
青
森
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
第
44

回
愛
の
広
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
て
２
回
目
の

今
大
会
も
短
縮
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
実
施
で
し
た

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
触
れ
合
い
を
し
な
が
ら
カ
ラ

オ
ケ
大
会
で
は
手
拍
子
を
交
え
て
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
リ
ン
ゴ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
タ
レ
ン
ト
が
舞

台
に
上
が
る
と
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
、
会
場
全
体
が

一
瞬
で
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
に
変
わ
り
ま
し
た
。
鑑
賞
場
所

に
指
定
が
な
か
っ
た
お
か
げ
で
、
最
前
列
で
舞
台
を
楽

し
む
事
が
で
き
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
イ
ベ
ン

ト
の
楽
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

　
愛
の
広
場

　
愛
の
広
場

青
葉
寮

青
葉
寮

　
湯
呑
み
絵
付
け
体
験

　
湯
呑
み
絵
付
け
体
験



おらほのメニューおらほのメニュー

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

管
理
栄
養
士　

櫛
田
　
壽
子

「
リ
ク
エ
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
」

「
リ
ク
エ
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
」

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
今
年
２
月
か
ら
利

用
さ
れ
て
い
る
秋
庭
正
美
様
で
す
。
畑
作
業

や
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
慣
れ
な
い

作
業
も
す
ぐ
に
習
得
し
、
周
囲
の
手
本
と
な

る
ほ
ど
に
器
用
で
す
。
洗
濯
や
掃
除
も
丁
寧

で
、
衣
類
の
畳
み
は
支
援
員
以
上
に
綺
麗
な

仕
上
が
り
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生

活
を
目
指
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
相
撲
観
戦
で
、
そ
の
日
に
あ
っ
た

取
組
の
結
果
を
楽
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま

す
。
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
〝
月
刊
相
撲
〟

も
愛
読
さ
れ
て
お
り
、「
両
国
国
技
館
で
観

戦
し
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園
　
生
活
支
援
員
　
山
口
　
依
織

利
用
者
さ
ん
紹
介

シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」
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七
峰
会
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ
　

�
相
談
支
援
専
門
員
　
大
久
保
　
悦
子

　

七
峰
会
に
入
職
し
て
か
ら
13
年
経
ち
ま
し

た
。
日
々
仕
事
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
写
真
は
同
じ
職
場
の
同
僚
と
、
白
神

山
地
の
玄
関
口
の
暗
門
の
滝
に
ハ
イ
キ
ン
グ

に
行
っ
た
時
の
も
の
で
す
。
日
頃
の
運
動
不

足
を
実
感
し
ま
し
た
が
、
山
の
中
は
心
地
よ

く
滝
ま
で
た
ど
り
着
い
た
時
は
爽
快
で
し
た
。

　

良
い
休
日
を
過
ご
せ
る
と
仕
事
に
良
い
循

環
が
起
き
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
い
方
、
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
お
声
か
け
下
さ
い
！

　

誕
生
日
は
一
年
に
一
度
の
特
別
な

日
。「
誕
生
日
に
食
べ
た
い
料
理
は
あ

り
ま
す
か
？
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
『
う
な
丼
定
食
』
や
『
に
ぎ
り
寿
司

セ
ッ
ト
』
な
ど
思
い
思
い
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。誕
生
日
当
日
は
、

調
理
員
の
手
作
り
料
理
を
食
し
終
え
る

と
、「
美
味
し
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉

と
と
も
に
、
来
年
の
リ
ク
エ
ス
ト
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
笑
顔
で
話
し
出
す
姿

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

にぎり寿司セット

うな丼定食

　
弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
任
介
護
支
援
専
門
員
　
羽
場
　
比
呂
子

　

４
月
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
観

点
か
ら
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
障
が
い

者
、
生
活
困
窮
者
、
難
病
患
者
等
、
他

制
度
に
関
す
る
研
修
等
に
参
加
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
今
回
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
で
活
躍
す
る
介
護
支
援
専
門

員
も
皆
さ
ん
が
支
援
に
お
い
て
ケ
ア

ラ
ー
と
な
り
得
る
存
在
を
我
が
事
と
し

て
受
け
止
め
、
気
付
く
、
つ
な
ぐ
、
支

援
す
る
と
い
っ
た
視
点
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
勉
強
会
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委託事業委託事業 障 が い 者 支 援障 が い 者 支 援 高齢者介護高齢者介護 相 談相 談

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
２
１
３
１

97

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
○
４
５
２
４

82

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

　
☎
○
２
１
０
０

95

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
９
０
４
０

37

弘
前
市
委
託
事
業

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し
　
☎
○
５
０
１
８

88

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し　
☎
○
５
０
１
８

88
☎
○
５
７
４
０

82

七
峰
会
総
合
福
祉

　
　相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ

☎
○
５
１
５
５

57

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

主 に 身 体・精 神

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

57

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ど
・
れ
・
み

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
２
１
１

☎
○
５
５
４
６

☎
○
７
３
０
０

☎
○
７
３
５
７

☎
○
９
０
４
０

88 9733 3337

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

山
郷
館
く
ろ
い
し
共
同
生
活
援
助

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
花
り
ん
ご

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
２
３
４
４

☎
○
９
３
４
５

535388 88

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
・
保
育
園
ポ
ム 

☎
○
５
３
３
０

97979597373726

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
拓
心
館

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

37 82 82 82 82 82

青
葉
も
み
じ
グ
ル
ー
プ

障
害
者
支
援
施
設
青
葉
寮

☎
○
８
２
３
１

44

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

拓
光
園
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ア
バ
ン
セ

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
ま
い
せ
る
ふ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

9696 96 96

主 に 知 的・精 神

※�棚卸資産（4,056千円）／�
短期前払費用（1,974千円）／�
賞与引当金（76,023千円）を
支払資金より除く。

注１．減価償却額の累計� 4,382,467千円
注２．徴収不能引当金の額� 0千円

資金収支計算書
自　令和５年４月１日
至　令和６年３月31日

（単位：千円）

勘 定 科 目 金　額
事 業 活 動 収 入 3,181,268
事 業 活 動 支 出 2,415,875
事 業 活 動 資 金 
収 支 差 額 765,393

施設整備等収入 202
施設整備等支出 797,368
施設整備等資金
収 支 差 額 △ 797,166

その他の活動収入 879,128
その他の活動支出 1,360,445
その他の活動資金
収 支 差 額 △ 481,317

当期資金収支差額 △ 513,090
前期末支払資金
残 高 3,690,514

当期末支払資金
残 高 3,177,424

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

事業活動計算書
自　令和５年４月１日
至　令和６年３月31日

（単位：千円）

勘 定 科 目 金　額
サービス活動収益 3,181,216
サービス活動費用 2,548,886
サ ー ビ ス 活 動 
増 減 差 額 632,330

サービス活動外収益 52
サービス活動外費用 0
サービス活動外
増 減 差 額 52

経 常 増 減 差 額 632,382
特 別 収 益 6,800
特 別 費 用 4,355
特 別 増 減 差 額 2,445
当期活動増減差額 634,827
前 期 繰 越 活 動 
増 減 差 額 5,569,746

当期末繰越活動
増 減 差 額 6,204,573

基 本 金 取 崩 額 0
その他の積立金
取 崩 額 872,518

その他の積立金
積 立 額 1,356,080

次 期 繰 越 活 動 
増 減 差 額 5,721,011

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

社会福祉法人　七峰会　令和５年度　決算報告書社会福祉法人　七峰会　令和５年度　決算報告書
　 こちらは、監事監査並びに会計監査人による会計監査を受けたのち、理事会および評議員会において承
認された決算報告書です。七峰会法人本部事務所にて閲覧することができます。

　青森県内の夏祭りも終わり、お盆明けとなりまし
たが、猛暑日が続く中、いかがお過ごしでしょうか。
　日中はなるべく外出を控え、屋内でも水分補給を
こまめに行い体調管理をしていきましょう。
　次号 153 号もお楽しみに！
� 障害者支援施設旭光園　サービス管理責任者　船水　玲

貸借対照表
[令和６年３月31日現在]

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額
流 動 資 産 3,341,658 流 動 負 債 234,227 
固 定 資 産 8,500,866 固 定 負 債 1,164 

（基本財産） 1,928,465 負債の部合計 235,391 
その他の
固定資産 6,572,401 純 資 産 の 部

基 本 金 564,540
国庫補助金等 
特 別 積 立 金 392,814

その他の積立金 4,928,768
次期繰越活動 
増 減 差 額 5,721,011

（うち当期活動増減差額） 634,828
純資産の部合計 11,607,133

資産の部合計 11,842,524 負 債 の 部 及 び
純資産の部合計 11,842,524

各施設グループの
ホームページでも情報発信中！


